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計
画
情
報

個
別
契
約

出荷業務 在庫管理

所
要
供
給

予
約
注
文

確
定
注
文

出
荷
指
示

出荷タイミング
受注者業務
の委託先

受渡場所
（所有権移転）

受注者
在庫の
預託先

倉
庫
事
業
者

倉庫
選定

国

内

通
常
取
引

納品代行 ○ △ ○ ×
確定注文の納期
（必要に応じて、受注者か
ら倉庫への出荷依頼あり）

受注者
→倉庫事業者

発注者
指定場所

倉庫事業者
（外部倉庫）

○
受注者
判断

ジャスト・イン・タイム
（ＪＩＴ） ○ △ ○ × 確定注文の納期 －

発注者
指定場所

－ × －

所要計画・予約注文
を活用した協業モデ
ル／所要計画を活用
した協業モデル

○
○
／
×

○ × 確定注文の納期 －
発注者
指定場所

－ × －

預
託
取
引

コンサイメント ○ △ △ × 発注者判断
受注者
→発注者

倉庫内に設定 発注者 × －

コンサイメント
（外部倉庫）

○ △ △ ○ 倉庫事業者へ出荷指示
受注者
→発注者
→倉庫事業者

倉庫内に設定 発注者 ○
発注者
判断

倉庫事業者預託
（ＪＥＩＴＡ-ＶＭＩ）

○ △ △ ○ 倉庫事業者へ出荷指示
受注者
→倉庫事業者

倉庫内に設定
（又は倉庫

出し時点）

倉庫事業者
（受注者
共用倉庫）

○
発注者
指定

海

外

通
常
取
引

海外通常取引 □ □ ○ × 確定注文の納期 －
発注者
指定場所

－ × －

１ ． Ｓ Ｃ Ｍ 委 員 会 標 準 化 領 域
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１ ． Ｓ Ｃ Ｍ 委 員 会 標 準 化 領 域

凡例
○：原則使用する
△：任意使用
×：使用しない
□：未検討
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計
画
情
報

個
別
契
約

出荷業務 在庫管理

所
要
供
給

予
約
注
文

確
定
注
文

出
荷
指
示

出荷タイミング
受注者業務
の委託先

受渡場所
（所有権移転）

受注者
在庫の
預託先

倉
庫
事
業
者

倉庫
選定

国

内

通
常
取
引

納品代行 ○ △ ○ ×
確定注文の納期
（必要に応じて、受注者か
ら倉庫への出荷依頼あり）

受注者
→倉庫事業者

発注者
指定場所

倉庫事業者
（外部倉庫）

○
受注者
判断

ジャスト・イン・タイム
（ＪＩＴ） ○ △ ○ × 確定注文の納期 －

発注者
指定場所

－ × －

所要計画・予約注文
を活用した協業モデ
ル／所要計画を活用
した協業モデル

○
○
／
×

○ × 確定注文の納期 －
発注者
指定場所

－ × －

預
託
取
引

コンサイメント ○ △ △ × 発注者判断
受注者
→発注者

倉庫内に設定 発注者 × －

コンサイメント
（外部倉庫）

○ △ △ ○ 倉庫事業者へ出荷指示
受注者
→発注者
→倉庫事業者

倉庫内に設定 発注者 ○
発注者
判断

倉庫事業者預託
（ＪＥＩＴＡ-ＶＭＩ）

○ △ △ ○ 倉庫事業者へ出荷指示
受注者
→倉庫事業者

倉庫内に設定
（又は倉庫

出し時点）

倉庫事業者
（受注者
共用倉庫）

○
発注者
指定

海

外

通
常
取
引

海外通常取引 □ □ ○ × 確定注文の納期 －
発注者
指定場所

－ × －

従来の受発注情報種で対応可能（運用方法次第）
ＣＢＣＳ－００１０～００６７
メッセージフォーマット（２Ｋ）

ＣＢＣ－００１０ 所要計画と予約注文を活用した協業モデル
ＣＢＣ－００２０ 所要計画を活用した協業モデル （２０１２年に廃止）

ＣＢＣ－００４０～６０ ＪＥＩＴＡーＶＭＩ

ＣＢＣ－００４０ 預託受発注
ＣＢＣ－００７０ コンサイメント標準納品システム
ＣＢＣ－００８０ コンサイメント在庫通知／ＣＢＣ－００９０ 輸出梱包

ＣＢＣ－０１８０ 海外通常取引（今回見積り情報を追加）

１ ． Ｓ Ｃ Ｍ 委 員 会 標 準 化 領 域
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１ ． Ｓ Ｃ Ｍ 委 員 会 標 準 化 領 域

凡例
○：原則使用する
△：任意使用
×：使用しない
□：未検討
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２ ． Ｓ Ｃ Ｍ 委 員 会 標 準 化 活 動 の 歩 み

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大

業
務
の
効
率
化

標準多品
納品書

納品受入形態の多様化
配送案内書（参考）

シンボル
標準

違算発生
防止ガイド

結果の管理から
リスクコントロールへ

標準多品
納品書

受入業務の改善
単価・金額欄追加

Ｃ－３
ラベル

１８０㎜
リール対応
２次元

コンサイメント

預託取引の整備
国際ＶＭＩへの応用

EIAJ-EDI
2001年度版
中国語対応

海外通常取引

海外取引の正規標準化

海外通常取引
英語対応
中国語対応

ビジネス
ガイド
第１版

ＥＣＡＬＧＡ

標準書見直し

紛争鉱物
取引

標準化ニーズ吟味
海外見積り

メッセージ追加

製品
ラベル

ＴＣ９１
国際標準
見直し検討

「特定課税仕入区分」
「受渡条件コード」追加

シンボル
標準見直し

従来より培ってきたＳＣＭのノウハウとは異なる
他業界や国際的な標準化ニーズに直面してきた８年間

経
済
産
業
省

業
界
横
断
Ｅ
Ｄ
Ｉ
検
討

「電子記録債権」
区分追加
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２ ． Ｓ Ｃ Ｍ 委 員 会 標 準 化 活 動 の 歩 み

ビジネス対応
標準書改定

凡 例

英語中文対応
ガイドブック

ラベル 帳票



Ｄ

２－１）業界横断（ＥＤＩ）ビジネスインフラの大義名分

ＯｎｅＳｔｏｐビジネスの実装により
日本企業の競争力を強固なものとする

Ｅ

業 界 Ａ 業 界 Ｂ

従来の業界ＥＤＩ

従来の業界ＥＤＩ

連携基盤（ＥＣ／ＡＳＰ）により、ＯｎｅＳｔｏｐビジネスを実装

連
携
基
盤

中小企業
大 企 業

6All Rights Reserved, Copyright © 2018 JEITA6

２－１）業界横断（ＥＤＩ）ビジネスインフラの大義名分



ＪＡＭＡ／
ＪＡＰＩＡ

ＪＥＩＴＡ

ＤＥＬＦＯＲ

ＤＥＬＪＩＴ

ＤＥＳＡＤＶ ＲＥＣＡＤＶ ＩＮＶＯＩＣ

ＥＤＩＦＡＣＴ ＤＥＬＦＯＲ ＤＥＬＪＩＴ ＤＥＳＡＤＶ ＲＥＣＡＤＶ ＩＮＶＯＩＣＯＲＤＥＲＳ

ＳＣＭ
ビジネスプロセス

所要計画情報
予約注文
確定注文 出荷情報 検収情報 買掛明細情報納入指示情報

所要計画提示 発 注
納入指示
かんばん 出荷連絡 検 収 請求支払い

引取責任 無 引取責任 有 納入責任 有

▼所有権移転

支払責任 有

ＪＡＰＩＡ
企業例

引取責任 無／有 引取責任 有／納入責任 有

所有権移転

支払責任 有

計画情報 かんばん 受領情報 買掛情報

納品書受領書

引取責任 無／一部有り 引取責任 有／納入責任 有

Ｐ／Ｏ 無 所有権移転

支払責任 有

社内
処理

先行生産手配
出荷指示／売上計上

売上計上
債権債務照合

出荷

２ － ２ ） 当 時 の 業 界 横 断 Ｅ Ｄ Ｉ 検 討 手 法
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２ － ２ ） 当 時 の 業 界 横 断 Ｅ Ｄ Ｉ 検 討 手 法



海外取引（ＩＮＶ方式）
一見取引に必要な情報の範囲

生産情報
生産計画番号／

指示番号／
工程番号

かんばん取引等に必要な情報の範囲

個社情報
社内管理番号

取引先情報
本社／取引先／決済先／
担当／住所／取引条件

社内
マスター

製品情報
図面番号／製品仕様／
Ｌｏｔ／シリアル

社内
マスター

商いの基本情報
注文日／注文番号／品番／品名／
数量／単価／納入期日／納入場所

日本の商習慣（掛売）
に必要な情報の範囲

２ － ３ ） 業 界 横 断 Ｅ Ｄ Ｉ 構 成 要 素
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２ － ３ ） 業 界 横 断 Ｅ Ｄ Ｉ 構 成 要 素



２ － ４ ） Ｔ Ｃ ９ １ 製 品 ラ ベ ル 見 直 し
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業界横断ビジネスインフラ実用化試算（売上／債権情報 650件／月）

京セラ

生産計画
所要計画情報

生 産

出 荷

受 注
注文情報

売 上

売 掛 金

入 金

検収情報

（売上計上基準によっては、
検収ベースもあり）

買掛金情報

（請求客先の場合は、請求情報）

受注生産方式のため営業～製造の
マニュアル調整

ＪＥＩＴＡ／ＥＣＡＬＧＡ標準の注文情報
であれば、エントリーデータを自動作成

ＪＥＩＴＡ／ＥＣＡＬＧＡ標準の検収情報
であれば、売上指示データを自動作成

ＪＥＩＴＡ／ＥＣＡＬＧＡ標準の買掛明細
情報であれば、売掛金と自動照合

受注処理の自動化 ０ｈ
データ活用 ▲３．５ｈ

売上処理の自動化 ▲６．５ｈ

消し込みの自動化 ▲１．５ｈ

データ活用 ▲３．０ｈ

期待される効果 ▲１４．５ｈ

期待される効果例 ▲１４．５ｈ×時間当り労務費単価￥４、０００＝ ▲ ￥５８、０００



電子部品製品ラベル国際標準の見直し

２ － ４ ） Ｔ Ｃ ９ １ 製 品 ラ ベ ル 見 直 し
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２ － ４ ） 製 品 ラ ベ ル 見 直 し

ＩＥＣ ＴＣ９１（電子実装技術）ＷＧ



ドイツ自動車工業会
（ＶＤＡ）

企業

欧州工業会
（ＥＤＩＦＩＣＥ）

Industrie 4.0
実現への取組

Bosch
Continental
IBM/Nokia
Murata

Industrie 4.0
を支える
ＳＣＭ見直し

政府方針（製造強国）

１）一貫したエンジニアリング
ビジネスモデルの変革

２）生産工程の垂直統合
究極のMixプロダクト実現

３）価値ネットワークの水平統合
企業間連携・生産サイクル統合

参考：経済産業省 ２０１５年版ものづくり白書（第３節）
http://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2015/honbun_pdf/index.html

２－５）ＥＤＩ標準化活動から見たドイツの取り組み
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２－５）ＥＤＩ標準化活動から見たドイツの取り組み



Package
label

Bulkcase

Bag

Fan-fold
container

Reel

Matrix tray
Stick magazine

Package
label

Package
label

Package
label

Package
label

Package
label

IEC   2712/02

２ － ６ ） Ｅ Ｄ Ｉ Ｆ Ｉ Ｃ Ｅ の 狙 い
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２ － ６ ） Ｅ Ｄ Ｉ Ｆ Ｉ Ｃ Ｅ の 狙 い

製品ラベルの情報から社内情報に連携し
発注者側での社内ラベル貼付作業を廃止
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２－７）業際活動／国際活動からのフィードバック

業界横断ＥＤＩ検討から
１）実ビジネスにおいて業界を跨いだ取引が行われている

以上、業界横断ＥＤＩの実装は可能。
２）問題は、「効率化とコストが見合うか否か。」

業界標準以外の各社個別方式があるほど、接続コスト
が増加するため、まずは業界標準の普及が必須となる。

国際標準製品ラベル検討から
１）標準を守るのではなく、絶えず新たな使い方を模索し

続ける業界団体としての積極的な姿勢
２）社内基幹システムとしてのＥＲＰを意識した項目定義

All Rights Reserved, Copyright © 2018 JEITA13

２－７）業際活動／国際活動からのフィードバック



ニーズ

委員会外

委員会内

対象外 対象
標準化

標準化（主戦場）

標準化の芽の見極め 実ビジネス要求

委員会活動の底上げ

ECALGA SCM編見直し

全銀協（ＸＭＬ電文）
中小企業庁（中小企業ＥＤＩ）
国際標準（ＩＥＣ／ＣＥＦＡＣＴ）
法制度／会計基準の変更
（消費税、ＩＦＲＳ）

ＩｏＴ／クラウド活用
ＥＲＰ導入事例（企業内連携）
ＡＩ活用（債権債務消込）
ＡＳＰユーザ会ニーズ把握

SCM系委員会活動成果物整備
情報収集（ｺﾝｻﾙ/ITﾍﾞﾝﾀﾞｰ）

３ ． Ｓ Ｃ Ｍ 委 員 会 の 新 た な 取 り 組 み
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３ ． Ｓ Ｃ Ｍ 委 員 会 の 新 た な 取 り 組 み



受注者 発注者倉庫

位置情報
時間情報

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

温度情報
衝撃情報

SCM情報
VMI取引

所要情報 出庫情報 入庫情報 在庫情報 出荷情報 入荷情報

SCM情報
通常取引

注文情報 出荷情報 入荷情報

SCMクラウド

製品損傷
しきい値

警告

SCM情報
リスク回避取引 追加補充情報

生産ライン停止
による経済損失回避

商流情報とセンシング情報の融合

注文番号 納品キー

送り状番号 トラックNo

紐付き管理
（ユーザー毎に見せ方を管理）

必要なインフラ／技術（ＩＴ）
①ＥＤＩ標準メッセージ見直し
②センシング／解析技術
③上記を包括するクラウドサービス

３－１）ＩｏＴ／クラウドの活用（お蔵入り案）
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３－１）ＩｏＴ／クラウドの活用（検討事例）
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３－２）グローバルＥＲＰ導入におけるＥＤＩ課題検討

Abeam Consulting Ltd.
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３－２）グローバルＥＲＰ導入におけるＥＤＩ課題検討
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ビジネスを組み立てるちから＝実現力

実現力
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市場ニーズ Ｅビジネス

企業ニーズ
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• より広く、

• 使いやすく、

• わかりやすく。

All Rights Reserved, Copyright © 2007 JEITA

Electronic Commerce ALliance for 

Global business Activity

実装取引数Ｎｏ１．ＥＤＩ


